































2．研 究 方 法















































3 - 1 ．居住者の属性
　表 1にしたがって家族構成（図 4）を分類すると、親子世帯が 5割で最も多く、
単身世帯が2.5割、高齢夫婦世帯が1.5割と続いている。居住人数（図 5）は平均2.4
人、 2 人居住が3.5割を超え、 3 人以下の居住が全体の 8 割を占めており、概
して家族構成が小さい。世帯主の年齢（図 6）は平均51.7歳で、40代が最も多い
ものの30代以上の年齢でみるとほぼ平均的に分布している。このうち60歳以上
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3 - 5 ．DKと SRの室用途
　DK型12事例の間取りをDKと SRの室利用により分類したものを図11に示
す。図中、室名とは別に実際の使用用途として、Li をリビング、Di をダイニ













































































































































   (夫婦どちらか一方が60歳以上)
◆59 : 59歳祖母
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